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平成30年６月橋本市議会定例会会議録（第３号）その３ 

平成30年６月19日（火） 

                                          

（午前11時00分 再開） 

○議長（岡 弘悟君）休憩前に引き続き会議

を開きます。 

 日程に従い、一般質問を行います。 

○議長（岡 弘悟君）順番８、６番 小林君。 

〔６番（小林 弘君）登壇〕 

○６番（小林 弘君）皆さま、改めましてお

はようございます。 

 はじめに、昨日の地震によりお亡くなりに

なられた方々に、心からお悔やみを申し上げ

ます。本市におきましても、再度、公共施設

の点検をお願いいたします。 

 議長のお許しをいただきましたので、質問

をさせていただきます。大きく三つでござい

ますが、一つ、水害対策、紀の川河床、砂利

採取について。 

 あと数カ月で台風の季節になる。紀の川の

砂利採取の話は進んでいない状況にあるが、

水害対策としては最も効果があると思われる。

被災された市民の皆さまは、いつになったら

砂利採取をしていただけるのか、毎日紀の川

を眺めながら期待されていると思いますので、

以下の質問をいたします。 

 １、国土交通省に陳情後の国の動きについ

て。 

 ２、陳情後の橋本市の動きについて。 

 大きく２番でございます。農業従事者の高

齢化に伴う後継者不足の今後について。 

 全国的に中山間地を中心に人口流出が続き、

使われなくなった土地は放置され、所有者が

亡くなった後も相続登記されない所有者不明

土地が増えている。本市においては現在地籍

調査を積極的に取り組んでいただいておりま

すが、まだまだこれから何十年もかかるとお

聞きしている。市内、農業従事者も中山間地

域に集中しているが、高齢化による後継者不

足、また耕作放棄地が増えると災害リスクも

増えると考えるが、今後の取り組みについて

以下の質問をいたします。 

 １、農業従事者の高齢化に伴う後継者不足

に対する本市の今後の取り組みは。 

 ２、全国的に増えている所有者不明土地に

ついての本市の状況は。 

 大きく３でございます。まちづくりの拠点

となる図書館へ。 

 先月、図書館主催の講演、和歌山大教授附

属図書館長、渡部幹雄先生による「図書館の

魅力」をお聞ききさせていただき大変感銘を

受けましたので、以下の質問をさせていただ

きます。 

 １、橋本市の図書館の現在の貸し出し以外

の取り組みは。 

 ２、これから行いたいと思う取り組みは。 

 以上、壇上からの説明は終わらせていただ

きます。 

○議長（岡 弘悟君）６番 小林君の質問項

目１、水害対策、紀の川河床、砂利採取に対

する答弁を求めます。 

 建設部長。 

〔建設部長（奈良雅木君）登壇〕 

○建設部長（奈良雅木君）水害対策、紀の川

河床、砂利採取についてお答えします。 

 一点目の国土交通省に陳情後の国の動きに

ついてですが、昨年10月に来襲した台風21号

では、近年類を見ない降水量となり、紀の川

沿川の地域において、かつてない甚大な水害

を被ることになりました。 

 本市においても、市内７箇所の紀の川支川

が溢れ、床下、床上浸水する被害が発生しま

した。 
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 近年、局地的な集中豪雨や短時間集中豪雨

など激しさが増す異常な気象状況の中、県や

関係市町から積極的な要望活動があったこと

を受け、国土交通省の指導により、本年１月、

国、県、関係市町を構成機関とした「紀の川

流域における浸水対策検討会」が設置されま

した。 

 本検討会は、紀の川沿川の各地域における

浸水被害に関する情報共有や、今後の浸水対

策に対する効果的かつ効率的な整備につなげ

ることを目的としたもので、取り組み状況と

しては、砂利採取を含めた紀の川の河床低下

など、浸水被害の軽減に資する具体的な対応

策について検討を進めているところです。 

 次に、二点目の陳情後の橋本市の動きにつ

いてお答えします。 

 要望活動後、具体的な対応策や対策箇所な

どについて和歌山河川国道事務所河川管理課

と協議を重ねてきました。 

 台風21号では紀の川沿川の各市町に被害が

あったことから、対策の方針としては被害状

況等から緊急度の判定を行い、緊急性の高い

箇所で、かつ下流から優先的に対策を進めて

いるが、地元協力などによりコスト縮減の効

果が期待できる場合は上流部であっても優先

順位を上げて対策することは可能であると伺

いました。 

 このことを受け、本市としてはまず、紀の

川の洪水の安全な流下に支障となっている樹

木の伐採について取り組みを進めています。 

 進捗状況は、伐採した竹を地元農家などに

引き取り協力を得ることができればコスト縮

減が図れることから、学文路地区区長会に諮

り快諾を得ました。 

 さらなるコスト縮減効果として、伐採箇所

への再繁防止対策活動について検討を進めて

いるところです。 

 今後、これらの内容を盛り込み、改めて国

土交通省に対し要望していきたいと考えてい

ます。 

○議長（岡 弘悟君）６番 小林君、再質問

ありますか。 

 ６番 小林君。 

○６番（小林 弘君）部長、答弁ありがとう

ございます。 

 まず、再質問をさせていただきます。 

 市内７箇所の支流が溢れたとの答弁でした

が、具体的にちょっと教えていただきたいで

す。 

○議長（岡 弘悟君）建設部長。 

○建設部長（奈良雅木君）台風21号の影響で

浸水被害があった箇所につきましては、紀の

川右岸では浦島川樋門付近、雨天樋川付近、

野樋門付近、これはやっちょん広場の近接で

ございます。この３箇所。紀の川左岸では、

安田島樋門付近、この隣接に環境管理センタ

ーがございます。それと、西谷川樋門付近、

学文路駅前、南馬場樋門付近、これについて

は学文路地区公民館西側の団地内、そして、

甚大な被害があった大谷川樋門付近。左岸３

件、右岸４件の計７件でございます。 

○議長（岡 弘悟君）６番 小林君。 

○６番（小林 弘君）昨年の台風21号につい

ては、本当に甚大な被害が出ました。紀の川

を上流から見てみますと、あまり被害が出て

いないところは河床が生活しているところが

高いということで、特に被害の出ている箇所

については川幅が広くなって浅くなっている

ところに、また、グラウンド等もたくさんあ

るので、やっぱりどうしても水量が上に上が

ってしまうというのがありまして、できたら

早く砂利をとっていただきたいんですけども、

再質問の中で、次に、「紀の川流域における

浸水対策検討会」が本年の１月に設置された

とのことですが、構成メンバーと具体的な対

策としてどこまで検討できているのか、説明
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願います。 

○議長（岡 弘悟君）危機管理監。 

○危機管理監（吉本孝久君）検討会の構成メ

ンバーとしましては、紀の川沿いの関係市町

である和歌山市から五條市までの５市２町の

長と、和歌山県、奈良県の関係部局及び近畿

地方整備局、和歌山平野農地防災事務所、紀

の川ダム統合管理事務所、和歌山河川国道事

務所から構成されています。 

 また、具体的な検討内容としては、この検

討会は今年の１月に開催され、各市町の長よ

り意見聴取を行った後に浸水対策計画案を作

成し、２月に実務者会議で示され意見聴取を

求められたところで、具体的な対策について

は検討会のほうへは報告されておりません。 

○議長（岡 弘悟君）６番 小林君。 

○６番（小林 弘君）まだまだ浸水対策検討

委員会というのは立ち上がったばっかりとい

うことの受け取り方でよろしいですか。 

○議長（岡 弘悟君）危機管理監。 

○危機管理監（吉本孝久君）今年の１月に立

ち上がったところです。 

○議長（岡 弘悟君）６番 小林君。 

○６番（小林 弘君）１月に立ち上がったと

いうことで、これから浸水対策をしっかり検

討していただけるんだと思うんですけども、

メンバー構成員として国や県も入っているこ

とから、今年も既に台風が発生することもあ

るので、浸水被害対策の早期実現に向けて今

後も橋本市の意見をしっかりと伝えていって

もらいたいと感じます。とにかく私が市会議

員にならせていただいてから、約６回の浸水

被害に対しての一般質問をさせていただいて

おります。それについて、年々水害被害のと

ころに対しての対策はしていっていただける

と思いますけども、やっぱり抜本的な対策が

必要だと思います。 

 まだ一つ質問なんですけども、現在、紀の

川河道内に樹木の伐採に取り組んでいるとの

ことでありましたが、どれくらいの効果が期

待できるのか説明願います。 

○議長（岡 弘悟君）建設部長。 

○建設部長（奈良雅木君）浸水対策実務者会

議というのがございまして、そこで意見聴取

を求められた浸水対策計画案、この中で大谷

川樋門上流部の二つのエリアの樹木帯を伐採

すれば、紀の川の堤防が決壊し氾濫する流下

量、いわゆる今の堤防が越えるぐらいの流量

の水が流れてきたときには、紀の川の水位は

ある程度低下するというふうな結果が出てい

る。このことから、台風21号のときを想定し

ても、それほどの量は期待でけへんかわかり

ませんけども、ある程度の水位低下の効果は

見込めるということになっております。 

○議長（岡 弘悟君）６番 小林君。 

○６番（小林 弘君）部長、答弁ありがとう

ございます。私もちょうど台風21号のかなり

の被害の出た学文路地区の樋門の周辺で活動

しておりましたが、やはり流木等が樋門周辺

を覆い、確かに紀の川よりも手前の水位がす

ごい上がっておったような、目測ではござい

ますがなっていたように思います。 

 質問でございます。河道掘削については、

早期実現するには市としてどのように取り組

んでいかなければならないのか説明をお願い

します。 

○議長（岡 弘悟君）建設部長。 

○建設部長（奈良雅木君）紀の川直轄河川改

修事業の進捗化を加速させるためには、やっ

ぱり引き続き国に働きかけていくとともに、

市としてもやっぱり一体化して国土交通省に

対して熱意を見せるということが非常に大事

かと思います。そして、事業コスト縮減につ

ながる掘削土砂の受け入れ地の確保であると

か、そういうことを市としても検討する必要

があるというふうに考えております。 
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○議長（岡 弘悟君）６番 小林君。 

○６番（小林 弘君）ありがとうございます。

水害対策の打てる手というのは砂利をとる、

生えている木を伐採する、ゲートにポンプを

つけるという三つぐらいが今一番の効果があ

ると思います。先だっての質問において、市

長に災害復旧ポンプ車導入を決めていただけ

たのは、本当に前向きに一歩進んだのかなと

思っておりますので、次は、この三つの点に

ついてしっかりと市が県、国に言っていただ

く。今度、同僚議員と７月12日に和歌山県河

川国道事務所のほうへ再度陳情に上がるとい

うことで、ぜひとも早期に実現をしていただ

きたいと思っております。 

 前も質問させていただいた中で、台風が来

たら竹がすごい岸上橋まで倒れ込んできて、

竹の伐採のお願いということでしておったん

ですけども、この竹を先だってちょっと部長

とお話ししとるときも、学文路区からの雨天

樋川氾濫予防対策要望に対する回答の進捗状

況についてということで、区ともお話をして

いただいておるとも思うんですけども、区の

竹伐採についての協力もしていただけるとい

うお話があったんで、ぜひとも早急にそれを

進めていただきたいのとともに、その竹の処

理、本来いえば部長ともお話しする中で、竹

をチップにするような機械があればええんや

けどなとかそういう話。また、その竹を竹炭

にできるようなことをでけへんのかなという

ようなお話もしとったんですけども、できる

限り早い段階でその受け入れ地については、

大規模な受け入れ地でもない限りなかなか難

しいと思うんですけど、そういう考えもちょ

っとは考えていただいて、伐採箇所の再繁防

止対策について検討とありましたので、担当

課だけで進めていくには大変だと思います。 

 各地区、関係する南馬場地区、学文路地区、

清水の旧学文路地区、だいたい水害、今回は

もう怖い目してました。そこに協力もいただ

いて、市全体で取り組んで前向きな方法を検

討を進めていただく。それで、みんなの水害

をないようにしていくんだという気持ちも高

めていただきたいと思いますので、なかなか

砂利採取の話もそうです。樋門にゲートポン

プをつけるというのもなかなか前に進まん話

なので、できるところから協力を得て進めて

いただきたいと思います。進みにくい話なの

で、この砂利採取の話についてはこのぐらい

にとどめたいと思いますので、今後ともよろ

しくお願いを申し上げます。 

○議長（岡 弘悟君）次に、質問項目２、農

業従事者の高齢化に伴う後継者不足に対する

答弁を求めます。 

 経済推進部長。 

〔経済推進部長（笠原英治君）登壇〕 

○経済推進部長（笠原英治君）農業従事者の

高齢化に伴う後継者不足に対する本市の今後

の取り組みについてお答えします。 

 中山間地を多く抱える本市にとって、後継

者不足は農業、農村を維持するための大きな

問題となっています。今後、高齢農業者のリ

タイアが増加すると見込まれることから、耕

作放棄地や後継者のいない農家の農地につい

て、担い手による有効活用を図るとともに、

将来における本市の農業を支える人材となる

青年層の新規就農者を確保し、定着を促進す

ることが喫緊の課題となっています。 

 この課題を解決する施策として、平成27年

度において経済推進部農林振興課に就農支援

係を設置し、新規就農者の確保、農地利用の

最適化の支援、野菜の産地化事業等に取り組

み、既に耕作されていない、または今後耕作

されないおそれのある農地を意欲ある農業者

による利用促進に努めています。 

 また、現耕作地が放棄されない取り組みと

して中山間地域等直接支払制度などの活用に
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より、集落を単位として農作業に関する一定

の取り決めのもと、地域ぐるみで農作業の共

同化を実施し、特に農業の後継者不足が進行

している地域において、経営の効率化をめざ

し、農業、農村を維持する有効な制度として

活用されています。 

 難しい問題ですが、今後、後継者不足の解

決に向け、農地の集積と農業の効率化などを

有機的に結びつけ施策を展開していきたいと

考えています。 

○議長（岡 弘悟君）建設部長。 

〔建設部長（奈良雅木君）登壇〕 

○建設部長（奈良雅木君）全国的に増えてい

る所有者不明土地についての本市の状況は、

平成27年度から平成29年度までの３年間で実

施した地籍調査において、調査6,271筆に対し、

墓地２筆、畑１筆の合計３筆、0.05％が不明

土地となっています。 

 また、国土交通省が発表している数値では、

平成28年度地籍調査における土地所有者等に

関する調査において、調査を実施した全国62

万筆に対し、0.41％が不明土地となっていま

す。 

○議長（岡 弘悟君）６番 小林君、再質問

ありますか。 

 ６番 小林君。 

○６番（小林 弘君）まず、農業従事者の高

齢化に伴う本市の今後の取り組みということ

で、再質問させていただきます。本市の総面

積に対し農地面積の割合と、農地面積に対し

耕作面積の割合、世帯数に対しての農家の割

合、また主力の農業従事者の年齢構成を教え

ていただきたいと思います。 

○議長（岡 弘悟君）経済推進部長。 

○経済推進部長（笠原英治君）本市の総面積

は13万55haです。そのうち農地面積は2,136ha

でありまして、割合として16.4％となります。

農地利用状況調査によりますと、市内の耕作

面積は、平成28年度で1,504ha、この農地面積

に対して耕作面積の割合は70.4％となってい

ます。 

 また、農林業センサスによりますと、市内

の所帯数２万3,653所帯に対して、そのうち販

売農家は1,026戸でありますので、割合で

4.3％となります。 

 また、市内の農業従事者の総数は1,751人で

す。年齢構成に関しましては、54歳までが230

人、55歳から64歳までが369人、65歳から74

歳までが588人、75歳から84歳までが432人、

85歳以上が132人となっています。こういうこ

とから、65歳以上の主力農業従事者は全体で

1,521人になりまして、割合で65.8％となりま

す。橋本市の65歳以上の割合が約31％でござ

いますので、いかに農業従事者の高齢化が進

んでいるのかこれでわかると思います。 

 以上であります。 

○議長（岡 弘悟君）６番 小林君。 

○６番（小林 弘君）部長、ありがとうござ

います。単純計算で10年経過すると、若手の

担い手が本当にいなくなる。就農者が60歳以

上の高齢者ばかりになってしなうというんか

な。今の現時点でももう３分の１ぐらいにな

っていると思います。これは本当にあと５年、

10年先というのは、もう予想がつかんほど農

地が荒れてくるのかなと思います。これがな

かなか市としてどれぐらいかかわっていただ

けるのか、かかわりできないこともあると思

います。かなり難しい話なので、ちょっと質

問を先に行かせてもらいますね。 

 今後、高齢化がどんどん進んでいくと思う

んですが、後継者のおられる方はよいのです

が、いない方の農地、休耕地や耕作放棄地と

なっていく可能性が高い。先ほども言わせて

いただきましたけど、積極的にやる気のある

就農者にこれらの農地を集積して、効率のよ

生産をしてもらう担い手になってもらう取り
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組みが大事だと思うんですけども、昨年度農

地を集積し担い手になっていただけた農地件

数と農地面積はどれだけあったのでしょうか。 

○議長（岡 弘悟君）経済推進部長。 

○経済推進部長（笠原英治君）まず、本市で

は、耕作放棄地や休耕地を未然に防止するた

めに、市やＪＡなどが農地の貸し手と借り手

の情報を収集しまして、調整がかなえば農地

を集積貸借していただいて担い手になっても

らっております。 

 平成29年度の農地の利用集積面積は、全体

で22万8,300㎡、約23haで、件数にして132件

になります。そのうち、現在、中間管理機構

による事業を積極的に進めておるんですが、

これによって貸し借りしていただいた面積は

４万5,500㎡、約５haです。件数にして25件。

これらの農地に関しては担い手が決まってき

ましたけど、場合によってはこれで調整でき

なかったら、これらの面積は全て耕作放棄地

になっておったかもしれません。そういうこ

とからも積極的にこの仲介を調整していくこ

とが、非常に大事だというふうに考えており

ます。 

○議長（岡 弘悟君）６番 小林君。 

○６番（小林 弘君）ありがとうございます。

私もおやじがもう亡くなっておるんですけど

も、今生きとったら85ぐらいになっていると

思うんですけど、70の声を聞いたときに、済

まんけど、百姓を継いでくれよということで、

おやじの目の黒いうちはと思いながら頑張っ

てやったんですけども、なかなか収益が上が

らんというんですかね。これ、昔でしたら、

僕の持っておった農地をしっかりとやっとれ

ば、そこそこ食えていったんかなと思うんで

すけど、今のちょっと現状で僕がつくっとっ

た分つくったって、多分赤字。米に関しては

４反ほどつくっておりましたけども、これは

お借りしとった土地だったんでやめるきっか

けになったんは、１俵、約60㎏が１万円を切

りました。これをやっていると、実際もう米

をつくって赤字になるというんかな。柿もそ

うなんですけども、雇い手まで雇ってしとる

と、その人のためにやっているような状況が

何年か続きましたので、かなり葛藤もありま

したけど米に関してはもうお返しして、機械

は知っとる人にあげてしまったと。機械を持

っとると名残があるんで、もうやったという

状況になりました。 

 そんなんで、また次の質問へ行かせていた

だきます。 

 多くの農地が集積され、担い手が決まって

いる状況を聞いて少し安心しました。答弁の

あった農地中間管理事業をもっと活用しても

らうような啓発、ＰＲしていく必要があると

思うんですが、どのように市は考えておりま

すか。 

○議長（岡 弘悟君）経済推進部長。 

○経済推進部長（笠原英治君）今、議員から

おただしありましたように、本当に効率のよ

い農業をしていただかないと、これからの農

業というのは維持できないと思います。そう

いう意味から、利用集積を進めていくという

ことが非常に大事だと思うんですが、私ども

では毎年１回、全ての農地に関して利用状況

調査を農業委員によってやってもらっており

ます。その調査の中で農地が遊休化しておる

ということがわかれば、今後、その方にその

農地をこのまま利用して耕作していくつもり

があるのかとか、誰かに貸していく、そうい

う気持ちがあるかというそういう意向調査を、

それぞれの方にさせていただいております。 

 そういうことで、できるだけ利用集積を進

めていっておるわけなんですが、先ほどお話

がありました中間管理事業については、まだ

全体の量としては少ないんです、件数として

は少ないんですが、そのＰＲをするためにそ
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ういった調査をするときにチラシを同封させ

ていただいたり、農林水産省なんかではＰＲ

動画をつくって広報に努めたり、電話でも農

地中間管理機構ホットラインというのを設け

て対応してくれています。また、和歌山県の

農業公社でも農地中間管理事業のリーフレッ

トを作成して、ホームぺージなんかにも載せ

ていただいております。いろんな手段、多様

な媒体を使って、これからそういった集積事

業に関して周知を図っていきたいと考えてお

ります。 

○議長（岡 弘悟君）６番 小林君。 

○６番（小林 弘君）部長、ありがとうござ

います。なかなか今の若い子があの汗まみれ

になって、虫に刺されながらする農業という

のを実際本当に今後できていくんやろうかと

いう心配事がほんまにあるんです。新しい就

農をされる方には、ちょっと45歳以下とお聞

きしておりますけども支援があって、結構な

金額をいただけるというようなお話も聞いて

おりまして、ここに資料をいただいておるん

ですけども、なかなか45歳を超えてしまう、

だいたい農業を継ごうかという年頃になって

くるともう50歳を超えてくるんかなって、お

やじが弱ってくる時分は子どもが50歳を超え

てくると。ほんなら、こういう支援もまずな

いやろうというところで、本当に大変な時代

に突入してきたなと思っております。 

 再質問させていただきます。新規就農者の

確保も大切ですが、現実なところでいうと、

やはり親が農業を行っているところの子ども

が跡を継いで担い手になっていくことが大切

だと思いますが、そのような場合、市などの

支援はあるんでしょうか。 

○議長（岡 弘悟君）経済推進部長。 

○経済推進部長（笠原英治君）ただ今、議員

のほうから少しご説明がありました次の世代

を担う農業者となることを希望する方、これ

は原則として45歳未満なんですが、新規就農

者を対象として、準備のためを含めて最長５

年間、年間150万円の支援をさせていただいて

おります。これは国の施策としてですけど。

ただ、この補助金というのは必ずしも農家で

ない新規就農者ではなくても、農家の息子さ

んであったり親族であったり、そういう方が

条件つきで親から経営を継承したり、独立し

た耕作経営をする場合にも対象になります。

５年間で毎年150万円をもらうことが可能に

なります。 

 これと別に、本市でも親元就農促進補助金

を農家の後継ぎの育成のために、研修費とか

就農のための初期費用にかけていただくとい

うことで、最大10万円なんですが補助支援さ

せていただく制度がありますので、そういっ

たものについて予算化させていただいて、し

っかり後継していただけるように努めておる

ところでございます。 

○議長（岡 弘悟君）６番 小林君。 

○６番（小林 弘君）部長、どうもありがと

うございます。本当にこれ、５年、10年すご

いことになってくると思います。橋本市がそ

のことを大きく問題と思い、これから増えて

くるかもわからない耕作されない土地が少し

でもなくなりますように願います。そして、

市でもしっかりとかかわっていってあげてほ

しいと思いますので、よろしくお願いを申し

上げまして、この質問は終わらせていただき

ます。 

○議長（岡 弘悟君）次に、質問項目３、ま

ちづくりの拠点となる図書館へに対する答弁

を求めます。 

 教育長。 

〔教育長（小林俊治君）登壇〕 

○教育長（小林俊治君）まちづくりの拠点と

なる図書館へについてお答えします。 

 一点目の図書の貸し出し以外の取り組みに
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ついてですが、図書館では毎回テーマを決め

て、講師先生から専門分野のお話を聞く「図

書館講座」を２カ月に１度、奇数月に開催し

ています。 

 また、偶数月には、お薦めの本をゲーム形

式で発表し合うビブリオバトルを開催してい

ます。年間６回のビブリオバトルのうちの１

回は、和歌山県中高生大会地区予選として開

催します。どなたでも観戦していただけます

が、発表者は中高生に限定して行うこととし

ており、本年度の中高生大会は10月13日、土

曜日に開催します。 

 また、定期的に開催している事業に読書会

があります。内容によって、英語読書会、近

代文学読書会、源氏物語読書会に分け、それ

ぞれ月１回もしくは２回開催しています。 

 昨年度は助成金をもとに、第１回橋本市図

書館を使った調べる学習コンクールを開設し

ました。図書館の資料を活用して関心のある

事柄や疑問に思うことを追求し、その過程や

結果を作品として提出してもらうというのが

コンクールの概要です。昨年度は、小・中学

生合わせて154点の応募がありました。 

 また、調べ学習への支援として、外部講師

を招いての出前授業と体験学習教室を実施し

ています。本年度の体験学習は、高野山語り

部の会の協力により高野山内で行うことが決

定しています。 

 一方、乳幼児と保護者を対象とした取り組

みとして、毎月第１火曜日に「赤ちゃんと絵

本のひととき」を開催し、絵本の読み聞かせ

や手遊びなどを行っています。 

 就学前の子どもには、毎週土曜日に読み聞

かせ会を、また、２カ月に１度、絵本などを

使わないストーリーテリングを実施していま

す。 

 このほか、橋本こども園から５歳児、未就

園児とその保護者がそれぞれ月１回来館し、

読み聞かせや手遊びなどを行っています。 

 また、夏休みの１日、閉館後に夜の図書館

で納涼お話会を開催しています。３年目の昨

年は150名の参加を得て、大変盛り上がりまし

た。 

 市内小学生の校外学習、中高生の職業体験、

教員採用２年次研修の場に図書館を利用して

いただいています。 

 また、図書館内においてはベストセラーや

時事に留意してコーナーを設置したり、季節

感を大切に壁面を飾ったりと、市民が来館し

やすい環境づくりにも努めています。 

 二点目の、これから行いたい取り組みにつ

いてお答えします。 

 現在15万点を超える図書館の蔵書があり、

これらの蔵書を整理保存し、適切かつ速やか

に利用者に提供するため、書庫の整備をさら

に進めていきたいと考えています。また、郷

土資料充実の一環として、今、高野山麓橋本

新聞を創刊号から収集しているところです。

今後、さらに郷土資料の収集に努めていきた

いと思います。 

 図書館では、今年、エレベーターホールに

市内地図を張り「ほたるマップ」を始めまし

た。今後、いろんな場所のさまざまな情報を

持って多くの市民が図書館に足を運んでくれ

ることを期待し、楽しい地域情報マップを作

成していきたいと思います。 

 また、最近、「絵本と子どもをテーマに、子

どもや保護者に話してほしい」との要請が図

書館に届いていますので、今後、関係機関と

連携し、館外での活動も積極的に行っていき

たいと考えています。 

○議長（岡 弘悟君）６番 小林君、再質問

ありますか。 

 ６番 小林君。 

○６番（小林 弘君）教育長、ありがとうご

ざいました。先だって、和歌山大学の図書館
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長に来ていただきまして講演をお聞きしたと

きに、かなり魅力的な講演でありまして、そ

の方がかかわられた三つほどの図書館に視察

がどんどん来るような、僕らも行ってないん

でどれぐらいの規模のものかというのはわか

りませんけども、ぜひとも視察で行ってみた

いなとは思っておりますが、質問に入らせて

もらいます。 

 連携した取り組みを進めている近隣図書館

の開館時間について、ちょっと教えていただ

きたいと思います。 

○議長（岡 弘悟君）教育長。 

○教育長（小林俊治君）お答えします。 

 平成25年から橋本市、河内長野市、五條市

の市立図書館で相互利用ができるようになり

ました。河内長野の市立図書館におきまして

は、午前９時30分から午後８時まで、五條市

立の図書館におきましては、午前９時から午

後５時まで、橋本市の図書館におきましては、

午前９時から午後６時までの開館となってい

ます。 

○議長（岡 弘悟君）６番 小林君。 

○６番（小林 弘君）教育長、ありがとうご

ざいました。それでは、開館時間については、

教育長、延ばしていただきたいとかいう市民

の要望というのは、今のところないというこ

とでよろしいでしょうか。 

○議長（岡 弘悟君）教育長。 

○教育長（小林俊治君）私も午後６時前後、

図書館を見て回りますけども、やはりもう６

時になりますとだいたい帰る時間だなという

ふうな形での周知をされていると思っていま

すので、延長というお話は今のところお聞き

しておりません。 

○議長（岡 弘悟君）６番 小林君。 

○６番（小林 弘君）教育長、ありがとうご

ざいます。それで、市民の方の要望がなけれ

ばその開館時間でよろしいんかなと。今後、

社会人の方にもお借りいただけるんであれば、

開館時間の延長なんかもご検討いただけたら

いいかなと思います。 

 橋本図書館と学校の図書館でシステムによ

る蔵書の共有はできないのかということで、

蔵書の数と共有できるかできないかをちょっ

とお答えいただきたいと思います。 

○議長（岡 弘悟君）教育長。 

○教育長（小林俊治君）先ほど橋本市の図書

館の蔵書15万冊ということでお話しさせてい

ただきました。細かくは15万8,516冊が、この

30年３月現在の冊数です。 

 それと、学校におきましての蔵書数、20小・

中学校がございますけども、この４月１日現

在で17万105冊の蔵書がございます。 

 それと、公民館につきましては、この30年

６月現在で４万750の蔵書がございます。 

 それから、四つの子ども館、児童館がござ

いますが、子ども館、児童館におきましては

4,650冊の蔵書がございます。 

 それと、情報の共有ということなんですけ

ども、例えば、図書館と学校でのインターネ

ット回線というのはございません。また、学

校間のインターネット回線もございません。

図書館につきましては、蔵書につきましては

市のホームぺージのインターネットサービス

の蔵書検索で探していただければ、図書館の

蔵書は出てまいります。それから、学校の蔵

書も全て蔵書点検は終わっています。 

 今、図書館と学校、そして学校と学校、ま

た公民館をつなぐのは、一つはブッキー号が

つないでおります。あと一つは、図書館司書

の方々が必要に応じて蔵書を持っていくとい

う、そういうつながりをつけています。 

○議長（岡 弘悟君）６番 小林君。 

○６番（小林 弘君）ありがとうございます。

結構な蔵書数、全て合わせますとあると今認

識しました。その中で学校間同士は、教育長、
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今貸し借りはしていないんですよね。それに

は多分、何か理由があるとは思うんですけど

も、そこのところちょっと理由だけ説明をお

願いします。 

○議長（岡 弘悟君）教育長。 

○教育長（小林俊治君）各学校での蔵書の点

検というのはもう終了しています。新規に買

う場合も蔵書の中に入っております。ただ、

各学校同士で貸し借りがありますと、蔵書点

検が非常に混乱をします。そういう意味で、

各学校の図書館の図書を充実させていくとい

うことで対応していきたいと思っています。 

 それから、図書館の図書も学校からの要望

に応じて必要な蔵書については運んでいくと

いうか、持っていくことも可能ですので、図

書館と学校はそういう形での連絡、つなぎ合

いをしたいと思っています。 

○議長（岡 弘悟君）６番 小林君。 

○６番（小林 弘君）図書館と学校へは、教

育長、行くということですね。連絡があると。

学校同士はつながりはちょっと難しい。それ

は本の整理をしていくのに非常に問題がある

ということでの受け取り方で大丈夫ですか。 

 前も質問させてもらったときに、小学校と

か中学校の図書も全て市の蔵書の中に入るわ

けでございますけども、それを連携は今のと

ころ難しいと思いますけど、これもうあまり

無理は言いません。ああいう何十万冊もある

ようなものを整理するというのは大変難しい

話だと思うので、今後の研究の課題として、

やっていただければいいのかなと思っており

ます。あまりごちゃごちゃなってしまうとあ

かんのかなというお答えでしたので、次の質

問にちょっと行かせていただきたいんですけ

ども、ストーリーテリングというお言葉が出

てきたんですけども、これは確かについ最近、

僕もこれを質問するに当たってちょっと気に

なる言葉の一つで、今までの人生の中で語り

で聞くことがそのストーリーテリングになる

のかちょっとわからないんですけど、先だっ

てから、コンビニのほうも大人のためのスト

ーリーテリングということで張っていただい

ておりました。それを見てわかっておるのに

見に行っていない私の不徳のいたすところで

ございますけども、ストーリーテリングにつ

いてちょっと詳しくお教えください。 

○議長（岡 弘悟君）教育長。 

○教育長（小林俊治君）図書館では２種類の

ストーリーテリングを行っています。 

 まず、一つはみんなのストーリーテリング。

これは子どもさんたちを対象にして、奇数月

の第３日曜日の午後２時から開催しています。

奇数月の第３日曜日です。年６回になると思

います。 

 それから、大人のためのストーリーテリン

グにつきましては、年４回、四季に一度とい

う計画で、第３金曜日に実施しています。ス

トーリーテリングというのは、基本的には素

話といいますか、絵本や本を持たないで語っ

ていく。その中で、受けるほうは情緒や情感

やイメージを膨らませながら聞いていただく

ということになります。それから、語るほう

につきましては、これも今、ストーリーテリ

ングで非常に重視されています説明力、説得

力、またプレゼン能力、語るほうについては

そういう力を養う。今後、これはかなりそう

いう意味でも大きな力を発揮するんではない

かなと、そのように思っています。 

○議長（岡 弘悟君）６番 小林君。 

○６番（小林 弘君）教育長、ありがとうご

ざいます。大変よく理解できました。ちょっ

と、教育長、お聞きしたいんですけども、そ

のストーリーテリングを、僕ら見に行ってな

いんで、先ほども申したように不徳のいたす

ところでございますけど、ユーチューブなん

かで橋本ストーリーテリングと入れて、橋本
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市のストーリーテリングをやっている方のユ

ーチューブなんかを見れたら、こういうお話

を過去にしてくれていたんだなというのがわ

かってくると思うんですけども、そういう橋

本市に特化したストーリーテリングのユーチ

ューブというのは今現在、見せていただいた

けど多分載ってなかったとは思うんですけど、

今後、語る方の了解を得ればそういうのが見

れるようになっていくのでしょうか。それを

ちょっとお尋ねしたいんですけど。 

○議長（岡 弘悟君）教育長。 

○教育長（小林俊治君）ストーリーテリング

という形でユーチューブで見ていただく。一

般的にはそれは見れる状態です。ただ、橋本

市に特化したストーリーテリングをユーチュ

ーブでということにつきましては、今のとこ

ろは行われていません。図書館長ともこの一

般質問がある中で聞かせていただいたんです

が、取り組める範囲の中で一度検討してみよ

うかなということで、図書館の、いわゆるホ

ームぺージの中にそれを組み込むということ

は可能ではないかということで、研究を進め

ていきたいと思っています。 

○議長（岡 弘悟君）６番 小林君。 

○６番（小林 弘君）私が足を運んで見るの

が本来なら仕事ですので、自分の仕事を怠っ

とるみたいになりますので、これも一つの希

望として教育長にお願いできたらな、調査研

究していただけたらありがたいかなと思って

おります。 

 次に、移ります。ビブリオバトル和歌山県

中高生大会の参加状況についてちょっとお教

え願います。 

○議長（岡 弘悟君）教育長。 

○教育長（小林俊治君）ビブリオバトルにつ

きましては、各議員、皆さんもご存じのこと

と思います。知的書評合戦という、日本語に

直しますとそうなると思うんですけども、こ

のビブリオバトルにつきましては平成26年か

ら２カ月に１回実施しております。延べ100

人以上の方がビブリオバトラーとして参加し

ていただいています。その中で中高生大会に

つきましては、年１度県大会また近畿大会等

に予選として開催をしています。 

 平成27年度につきましては、伊都中央高校

３年生が県大会に出場して、紀見東中学校の

生徒の紹介文がチャンプ本に選ばれています。

当時、全国ビブリオ大会は高校生を対象にし

ておりまして中学生の全国大会はありません

でしたけども、この当時の中学生のビブリオ

バトルは絶賛を浴びました。 

 平成28年度については、古佐田丘中学校の

３年生、橋本高校の１年生が県大会に出場し

ています。 

 平成29年度につきましては、富貴中学校の

２年生、橋本高校の２年生が県大会に出場と

いうことで、橋本市に限らず伊都地方の中高

生の出場参加があります。 

○議長（岡 弘悟君）６番 小林君。 

○６番（小林 弘君）ありがとうございます。

本当に質問で、橋本市図書館は今のスペース

でかなり良いことをやっていただいておると

認識しております。先だっても図書館へ行っ

たときに利用されている方にお聞きさせてい

ただいたときも、「いい図書館ですよ」とお

言葉をいただいたので、「ありがとうござい

ます」とお声をかけさせていただきました。 

 最後にですけども、和歌山大学図書館長、

渡部幹雄先生の住民の生活と結びついたコミ

ュニティ図書館、公園のように楽しく使えて、

生活を発展させるヒントの詰まった場所こそ

が本来の図書館の姿と教えていただきました。

これからの図書館は地域づくりの核になりま

すので、本市図書館も魅力を今まで以上に充

実、尽力していただき、広く発信していただ

きたいと願います。 
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 以上で質問を終わります。 

○議長（岡 弘悟君）６番 小林君の一般質

問は終わりました。 

 この際、午後１時まで休憩いたします。 

（午前11時55分 休憩） 

      

 

                                          

 


